
第３号議案 

 

令和６年度 岐阜県小学校算数科研究部会 活動方針＜案＞ 

 

Ⅰ はじめに 

 本会は、「岐阜県小中学校教育研究会小学校算数科研究部会会則」に従って活動する。 

 

Ⅱ 組織 

岐阜県小中学校教育研究会 
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部 
   

        

理事１名（部会長）・評議員１名   
本部役員会 

  
研究調査部Ⅰ 

   

岐阜県数学教育協議会 
        

       

部会長１名・副部会長２名 

主務者１名 

  

代議員会 

  

研究調査部Ⅱ 
 

         

        

  

各郡市研 
  

研究調査部Ⅲ 
 

＜本部役員会＞ ※令和６年度は、第 1回（６月１０日）、第２回（２月○日）共に WEB 開催を予定。 

 部会長、評議員を含む副部会長３名、研究部調査部顧問３名、主務者、書記、会計、研究部長、研究調

査部長３名の計１４名で構成され、次のことを行う。 

 ○活動方針など、基本的事項の原案作成、処理 

  ・年次計画の立案、活動や研究成果の紹介（県小算研のホームページを中心に）、代議員会の運営、

研究協議会の企画、運営 

 

＜代議員会＞※令和６年度は、第１回（６月２８日 Web）、第２回（２月○日 参集か Web）開催とする。 

 各郡市の代議員によって構成される。  

・提案事項の審議をする。 

・調査部による授業研究会を行う。（第２回代議員会） 

・各郡市の研究の実践報告をする。 

・他郡市の代議員と実践を交流し、地区委員を中心に重点課題にかかわって成果と課題を明らかにする。 

・資料の提出について 

 ○ 研究計画 ※提出済み 

  ・テーマ、設定理由、組織、研究計画、運営上の問題点等 

 ○ 研究報告 

・１年間の研究の成果と課題等 

  ・各郡市で行われた授業研究会の指導案 

 ※研究計画及び報告の提出先 

        ＜E-mail＞ ssk@syosanken.acs3.mmrs.jp  

小算研 HP上に保存・活用する関係上、デジタルデータで提出する。様式は、小算研のホームページ

よりダウンロードする。 

＜小算研のホームページ＞https://syosanken.acs3.mmrs.jp/ 

                        研究報告の提出〆切 １２月２０日（金） 

mailto:daigiin1@syosanke.cocona.jp
https://syosanken.acs3.mmrs.jp/


＜各郡市研＞ 
 ３０の郡市に分かれ、各郡市の全会員によって、県小算研の研究テーマ及び研究の重点をもとに、今日
的課題及び地域の実態に即した研究を進める。 

＜研究部＞ 
○ 研究テーマや研究の重点、研究の進め方を提案し、その成果を県内に伝えていく。 

○ 研究調査部ⅠⅡⅢの３部会を設置し、県内の研究をリードしていく。 

  ・小算研の研究テーマ、研究の重点を小算研の部会員の中心となって専門的に研究・追究したり、実
践したりしていく。 

・自分たちの研究の方向をもとに、常任委員が中心となって「研究協議会」「東海地方数学教育研究
大会（東数教）」の提案者の研究の支援及び大会運営をする。 

 
【研究調査部Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ】 

 算数の今日的課題にかかわって，先行的に独自のテーマを設定し，実践研究していく。また，その成果
を県内に伝えたり，今後の小算研の研究の方向を示したりしていく。 

研究調査部Ⅰ・Ⅱ・Ⅲについては、調査部ごとに「Ａ：数と計算」「Ｂ：図形」「Ｃ：測定・変化と関係，
Ｄ：データの活用」の３つに分かれ、今年度の研究の方向（第５号議案）を受け、学びの系統性や育みた
い資質・能力を明確にして単元を構成し、数学的な見方・考え方を働かせ、数学的に考える児童を育てる
数学的活動を研究し、実践していく。 

代議員会では，どの部もそれぞれの実践をもとにして，報告を行う。 

 

Ⅲ 研究協議会 ※令和６年度も、対面と WEB のハイブリット開催とする。 
＜研究協議会開催の意味付け＞ 
 ○ 県内の実践をもとに、これからの算数教育のあり方を検討する場とする。 

 ○ 原則、研究調査部の成果及び、今後の実践研究の方向を強くアピールしていく場とする。 

＜研究協議会の内容＞ 
 ○ 全体会 （部会長、来賓あいさつ等） 

 ○ 講演（講師：奈良教育大学 数学教育講座 教授 近藤 裕 先生 ） 

 ○ 分科会 

・４分科会に分かれて、研究の重点にかかわる提案をもとに研究討議を行う。 

＜分科会提案発表郡市＞ 

・岐阜市、本巣市・本巣郡、各務原市、大垣市、安八郡、美濃加茂市、中津川市、飛騨市 
→提案資料は，データ（wordファイルと PDFファイル）を小算研のメールアドレス 

（ssk@syosanken.acs3.mmrs.jp）に送る。令和６年度の発表原稿は，令和６年７月３０日（火）を提出期限
とする。提案資料の様式は問わない。量は表裏 2 枚までとし，指導案など補足資料を含めても 5 枚程度
とする。提案資料は，ホームページにアップし，参加者がダウンロードできるようにするため、資料内の
個人情報の扱いに留意する。 
 
Ⅳ 東海地方数学教育会愛知大会 ※１１月１５日、参集型で開催 
＜分科会提案発表郡市＞ 
・関市（低学年）、瑞穂市（中学年）、不破郡（高学年） 
→提案資料は，データ（wordファイルと PDFファイル）を小算研のメールアドレス 

（ssk@syosanken.acs3.mmrs.jp）に送る。令和６年８月２６日（月）が大会本部への提出期限のため、８
月２３日（木）を小算研への退出期限とする。提案資料の様式は、主務者が代議員を通して配布する。 
・提案者、司会者、指導者については、分科会が行われる「ウインクあいち」までの旅費は岐数協か
ら出る。（それ以外の旅費（公開授業を見に行くなど）については出ない） 
 
 
 
Ⅴ ホームページについて 
 小算研のホームページについて、適切に運営を進めていく。 

＜小算研のホームページ＞https://syosanken.acs3.mmrs.jp/ 
小算研ホームページ  

https://syosanken.acs3.mmrs.jp/

